
IV  ま レ
⊂ め

収納庫建設予定地における発掘調査の成果と問題点とをとりまとめておこう。

発掘区の東辺と南辺で検出した飛′烏時代の溝SD6160・ SD6191の 両溝の方位は,斑鳩宮

跡の建物群や若草伽藍の方位とほぼ一致する。したがって,調査中はこれらの溝が斑鳩宮

造営時に設けられたものかと考えたのであるが,南北溝SD6191の 下層には古墳時代の溝が

あり,こ の流路が本来自然のものであることが明らかになった。このことは,飛鳥時代に

至って古墳時代の溝SD6212に改修を加えて,こ の地域の主要排水路として整備された可能

性を示すものである。斑鳩宮や若草伽藍の造営方位が真北と大きく異なる理由は, この地

域の地形に合わせたものと考えられているが,今回検出した溝SD6191が SD6212を 踏襲し

ていることは,そ うしたことを示すものといえよう。

昭和56年度における防災工事に伴う発掘調査の際,第 102・ 103ト レンチで飛′亀時代の南

北溝SDloolを検出した。その位置は律学院北側の西面築地際である。溝の東肩と,溝底を

検出し,飛鳥時代の土器片を含む堆積土を確認している。西肩はこの直ぐ西側の南北方向

の道路下か,そ の東側溝にあるものと思われる。SDloolは ,聖徳会館建設に伴う昭和34年

の発掘調査の際に検出された流路の上流部分と判断されたのであった。昭和34年の調査 ,

そして防災工事に伴 う昭和57年度の調査の際にも下流部においては明瞭な岸を検出するに

至っていないため,SD1001の正確な方位を知る必要があり,今回の調査の際に西側にトレ

ンチを設定した。ところが,SD1001の 耳ヒ延長部を検出することができなかった。SD1001は

飛′亀時代の基幹排水路と考えており,『法隆寺発掘調査概報Ⅱ』においては,若草伽藍中枢

域を区画する掘立柱柵SA3555。 4850の検出にともなう寺域の復原的考察を加えた際には,S

D1001を 若草初日藍東辺を区切る溝と想定したのであった。したがって,SDloolがそれより

】ヒにID・いて後に削平されたものか,あ るいはどこかで東折するものか,将来明らかにしな

ければならない大きな課題である。

収納庫建設予定地で検出した遺構は,ほ とんどが近世に属するものである。意外に思え

るのは,奈良時代から室町時代までの確実な遺構が検出されなかったことである。東院伽

藍の造営が行われてしばらくの時を経た後,東大門と東院伽藍の間にも子院が次々と営ま

れる。それらの子院の裏手にあたるこの地域は,後世に遺構として残るほどの建物など営

まれることがなかつたのだろうか。あるいは田畑として近世に至るまで耕作が続けられて

いたのであろうか。福園院や福生院の裏手については,少なくとも斑鳩宮の範囲に合まれ

る可能′性が考えられる。このあたりのことも将来の課題として残ることになつた。
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日召不日55年度

番号 トレンチ番号 番号 トレンチ番号

1 80--6-― I 80-12-Ⅲ

2 6-Ⅱ 12-Ⅳ

3 6-Ⅲ 12-V

4 6-Ⅳ 12-Ⅵ

5 6-V 12-Ⅶ

6 6-Ⅵ 81-1-I

7 7-I 1-]

8 7-Ⅱ 1-皿

9 7-Ⅲ 1-Ⅳ

8-I 1-V

8-E 1-Ⅶ

8-Ⅲ 1-Ⅶ

8-Ⅳ 1-Ⅷ

8-V 1-Ⅸ

8-Ⅵ 1-X

9-I 2-I

9-E 2-]

9-Ⅲ 2-Ⅲ

9-Ⅳ 2-Ⅳ

9-V 2-V

10-― I 2-Ⅶ

11-I 3-I

11-Ⅱ 3-]

11-Ⅲ 3-皿

11-Ⅳ 3-Ⅳ

11-V 3-V

1トーⅥ 3-Ⅵ

11-Ⅶ 3-Ⅶ

11-Ⅷ 3-Ⅷ

11-Ⅸ 3-Ⅸ

11-X 3-X

12-― I 3-�

12-Ⅱ

日召不日56年度

番号 トレンチ番号 番号 トレンチ番号

81--6-― I 81-12-Ⅶ

7-I 82-1-I

7-] 1-Ⅱ

7-皿 1-Ш

7-Ⅳ 1-Ⅳ

7-V 2-I

7-Ⅵ 2-Ⅱ

8-1 2-皿

8-] 2-Ⅳ

8-皿 2-V

8-Ⅳ 2-Ⅵ

8-V 2-Ⅶ

9-I 3-I

9-] 3-Ⅱ

9-Ⅲ 3-皿

9-Ⅳ

9-V

10-― I

10-]

10-Ⅲ

10-IV

122 10-V

10-Ⅵ

10-Ⅶ

11-I

H― ]

127 11-Ⅲ

12-I

12-Ⅱ

12-Ш

12-Ⅳ

12-V

12-Ⅶ

第 6表 昭和55・ 56年度発掘調査位置一覧表
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日召禾日57年度

トレンチ
位 置

番号 言己    手予

82-4-I 東院東回廊北側坪掘

202 82-4-Ⅱ 東院東回廊商側坪掘

82-4-Ш 東院東回廊外東西

82-4-Ⅳ 東院東回廊東側南北

82-4-V 東院東回廊東南隅から斜

82-4-Ⅵ 東院礼堂南の東西

207 82-4-Ⅶ 東院礼堂西南の斜

208 82-4-Ⅷ 東院南門西の南北圧入受

82-4-Ⅸ 東院竜ネ申池西

82--4-― X 東院四脚門南

82-5-I 中間地区羅漢堂北

212 82--5-― Ⅱ 東院伝法堂東

213 82-5-Ⅲ 大宝蔵殿内東側

214 82-5-Ⅳ 大宝蔵殿の東南圧入受

82-5-V 大宝蔵殿南倉東の東西

82-5-Ⅵ 大宝蔵殿の北端

217 82--6-― I 東院伝法堂裏

218 82-7-I 東院伝法堂西北隅

82-7-Ⅱ 安養院表門南～普門院前

82-7-Ⅲ 聖徳会館東北隅圧入基礎

221 82-7-Ⅳ 善住院表門南側の坪掘

222 82-7-V 善住院内の南坪掘

223 82--8-― I 大宝蔵殿表門から北ヘ

82-,8-― Ⅱ 普門院前～実相院前

225 82-8-Ⅲ 大宝蔵殿西イ貝」広場

226 82-9-I 善住院の水路横断

227 82--9-― E 実相院前から北ヘ

228 82-9-皿 調子丸厩舎前

82-9-Ⅳ 大宝蔵殿手洗所から北ヘ

230 82-9-V 食堂裏狽」旧製材所跡

82-9-Ⅵ 大宝蔵殿表門南坪掘

232 82-9-Ⅶ 227と 232の 中間

トレンチ
位 置

番号 記   号

82-9-Ⅷ 鏡池東岸坪掘

82-10-― I 妻室北側 。県工作所南

235 82-10-― ] 東室北側の東西

236 82-10-皿 東室西側の南北

237 82-11-I 食堂・細殿西側の南北

238 82-11-Ⅱ 綱封蔵北狽」の東西

82-11-皿 東回廊から東室狽1へ東西

82-11-Ⅳ 細殿前

82-11-V 聖霊院西狽」の南北

82-11-Ⅶ 聖霊院前の南北

243 82-11-Ⅶ 聖霊院前の東西

82-12-I 手水舎北の南北

82-12-Ⅱ 手水舎西の東西

82-12-Ⅲ 手水舎西の南北

247 82-12-IV 245トレンチから西へ中門迄

248 82--12-V 247か ら】ヒ沿＼

82-12-Ⅵ 26・ 27と 接続の南北

82-12-Ⅶ 実相院前～弥勒院前

83-1-I 弥勒院前～能石階段下まで

83--1-― ] 中門前の東西

83-2-I 中門前参道東側の南北

83-2-] SK3565の ための拡張

83-2-Ш SA3555のための耳ヒ拡張

256 83-2-Ⅳ SD2140の ための拡張

83-2-V SA3555のための南拡張

第 7表 昭和57年度発掘調査位置一覧表

-71-



日召不日58年度

トレンチ
位 置

番号 記  号

258 83--5-― I 西室・西院回廊間の】ヒ側

259 83--5-― E 西室 。西院回廊間の中間

83-5-皿 西室・西円堂間の東側

83-5-Ⅳ 西室・西円堂間の西側

83-5-V 明王院跡

83--6-― I 能石階段・西面回廊間

83--6-― ] 円明院跡・西室間

83-6-皿 円明院跡

83--6-Ⅳ 西方院跡

83-6-V 西院西面回廊の西側

268 83--7-― I 南大門・能石階段間

83--7-― Ⅱ 能石階段・大湯屋間

270 83-8-I 西院南面回廊の南西

トレンチ
位 置

番号 記   号

83--8-― ] 西院回廊南西隅・三経院前間

272 83-8-Ⅲ 西室・西院回廊間の南側

273 83--9-― I 宝珠院・西室間

83-9-Ⅱ 西園院西狽1の北

275 83-9-Ⅲ 西園院西佃1の中間

276 83-9-Ⅳ 西園院西狽1の南

277 83-9-V 中院東築地東側

83-9-Ⅵ 西円堂周囲

83-9-Ⅶ 西円堂南階段の南側

280 83--10-― I 大湯屋 。中院間

83-10-E 中院南築地南狽1

282 83-10-皿 西大門東側

83--11-― I 南大門】ヒ側

第 8表 昭和58年度発掘調査位置一覧表 (収納庫予定地を除く)

発掘調査総面積 6,941札

トレンチ総数 154。

第 9表 各年度発掘調査面積及び調査期間 (収納庫予定地を除く)

調査年度 調査面積 調 査 期 間 備 考

280コド 53.12,7～ 54.1 .25 西院西面大垣内側。 (ト レンチ数 1)

447 54.8.27-55.3.31 東院西面築地内側・西院上御堂地区。 (3)

55.6.13^ヤ 56.3.31 西院全域。 (33)。

56 6 . 1-57. 3 .31 寺城全域。 (48)。

2,200 57.4  2～ 58. 3.31 主として西院東半部。 (43)。

58.5.9^-59,3.31 主として西院西半部。 (26)。
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